共同受注検査規約（例）
（検査対象）
第１条　共同受注事業に関する組合員の製造（施行）した○○は、すべて検査する。

（検査の拒否）

第２条　組合員は、検査員の検査を拒むことはできない。
（搬出）

第３条　共同受注事業に関する組合員の製造（施行）した○○は、本規約による検査を受けた後でなければ、事業場より搬出することができない。
（検査の執行）

第４条　検査は、検査員が必要と認めたときは、いつでも随時検査をすることができる。

２　検査は、次の各号に掲げる要件に基づき、検査員が執行する。なお、検査済（製品）といえども、検査委員長が必要ありと認めたときは、随時検査を行うことができる。

（１）○○○○○
（２）○○○○○
（３）○○○○○
３　検査の執行にあたり組合員が、検査監督並びに検査員に対し危害を加え又は危害を加えようとしたときは、罰則規定を適用する。

（検査の請求）

第５条　検査員は、組合員より検査の請求があるときは、可及的速やかに検査規約に従い検査を行うものとする。但し、検査員が服務時間外のときは、検査員の事情の許す範囲において検査を行うことができる。
（検査員の権限）

第６条　検査員は、服務時間中いつでも組合員の工場に立入り、原材料、仕掛品の様子、作業状況を調査することができる。
２　検査員は、検査の参考にするため使用原材料の種別、並びに事情を聴取し、又は書類による回答を求めることができる。
（検査簿の備え置き）

第７条　本組合に検査簿を備えるものとする。原簿は、検査員が記入する。
（受検簿の備え置き）

第８条　本組合員には別に定める受検簿を備え付け、検査員は検査年月日、種類、数量を明記し、捺印するものとする。
（検査手数料）

第９条　組合は検査数量に応じその月の○日までの分を別に定める検査手数料によって計算し請求する。
２　組合員は、前項の請求に従い○月○日までに前項の金額を納付するものとする。
（不服申立）

第１０条　組合員は、検査員の検査に不服のあるときは、○日以内に理事長に対し不服の申立をすることができる。
２　理事長は、前条の申立を受理したときは、検査委員会の定めに基づき処理するものとする。
（罰則）

第１１条　組合員が、本規約に違反したときは、次により処分する。

（１）違約金　○○○円以上○○○○円以下

（２）譴　責
２　検査委員会において、違反事項が決定したときは、理事長は直ちに懲罰委員会を招集する。

３　前項の理事会では、検査委員を加え決定に参与させる。

　その決定は理事及び検査委員定数の３分の２以上の賛成によって成立する。
理事であって、検査委員をかねるものについては一員に計算する。
（違約金）

第１２条　組合員は、前条の決定により違約金の申し渡しがあったときは○日以内にその違約金を組合に納入するものとする。
（褒賞）

第１３条　検査規約違反事項摘発者には、違約金を課した場合に限り褒賞を行う。
その金額は、組合において収入金額の○パーセントを支給する。この場合申告者は、絶対公表してはならない。

附　則　　　この規約は、平成○○年○○月○○日から施行する。

※　各項目については各組合の実情に応じて規定して下さい。
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